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第
四
節
フ
ォ
　
ッ
　
ク
の
来
任
　
明
治
三
年
、
マ
ン
ス
フ
ニ
ル
ト
の
熊
本
転
出
以
来
、
し
ば
し
ば
困
難
な
政
治
的
問
題
に
逢
い
乍
ら
も
、
鋭
意
長
崎
病
院
の
維
持
に
努
め
、
明
治
八
年
以
後
の
長
崎
病
院
再
建
に
当
っ
て
は
そ
の
設
計
を
施
し
た
レ
ウ
エ
ン
は
雇
継
の
契
約
を
幾
度
も
更
新
し
て
い
た
が
、
長
崎
盤
学
校
が
漸
く
整
備
さ
れ
た
明
治
十
二
年
に
至
っ
て
任
期
満
了
を
機
と
し
て
長
崎
病
院
を
離
れ
た
。
そ
の
後
任
と
し
て
、
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
・
ヘ
ン
ド
リ
キ
ゥ
ス
・
マ
テ
ウ
ス
・
フ
ォ
ッ
ク
　
O
o
学
器
ロ
5
缶
①
＆
ユ
2
ω
竃
讐
冨
¢
ω
切
o
畠
が
来
任
し
た
。
　
フ
ォ
ッ
ク
は
一
八
四
五
年
九
月
二
十
一
日
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ユ
ト
レ
ヒ
ト
に
生
れ
、
一
八
五
八
年
に
同
地
の
大
学
に
入
学
し
、
一
八
六
三
年
九
月
二
十
一
日
、
予
備
科
を
卒
業
、
一
八
六
九
年
一
月
一
日
、
同
大
学
産
科
教
授
助
手
と
な
っ
た
。
一
八
七
一
年
二
月
四
日
、
医
学
士
の
称
号
を
得
、
婦
人
科
教
授
の
助
手
と
な
り
、
同
年
、
ユ
ト
レ
ヒ
ト
に
臨
時
に
開
業
す
る
こ
と
十
ヶ
月
で
あ
っ
た
が
、
一
八
七
三
年
五
月
十
二
日
、
ユ
ト
レ
ヒ
ト
大
学
を
辞
し
、
同
年
六
月
一
　
　
　
第
五
章
　
長
崎
竪
学
校
日
よ
り
開
業
し
て
い
た
。
そ
し
て
一
八
七
七
年
三
月
一
目
に
至
っ
て
廃
業
し
、
同
月
十
七
日
、
日
本
政
府
の
招
贈
に
応
じ
て
オ
ラ
ン
ダ
を
発
し
、
同
年
五
月
十
五
日
よ
り
満
二
年
間
、
新
潟
病
院
に
勤
務
し
た
。
そ
し
て
そ
こ
で
は
眼
科
講
義
録
が
出
版
さ
れ
た
ほ
ど
で
、
学
殖
深
い
人
で
あ
っ
た
。
一
八
七
九
（
明
治
十
二
）
年
六
月
、
レ
ウ
エ
ン
の
後
任
と
し
て
長
崎
県
令
内
海
忠
勝
の
招
璃
に
よ
り
長
崎
病
院
に
勤
務
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
こ
の
時
、
内
海
忠
勝
は
フ
ォ
ッ
ク
と
約
定
書
を
取
交
わ
し
、
明
治
十
二
年
六
月
よ
り
翌
十
三
年
六
月
ま
で
一
ケ
年
間
の
契
約
で
長
崎
病
院
井
蟹
学
校
教
師
と
し
て
雇
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
待
遇
は
前
任
者
レ
ウ
エ
ン
と
全
、
く
同
じ
で
あ
っ
た
。
　
翌
年
六
月
十
三
日
、
フ
ォ
ッ
ク
は
継
続
雇
の
契
約
を
再
び
県
令
内
海
忠
勝
と
更
新
し
た
が
、
同
凪
、
内
海
県
令
は
そ
の
件
に
つ
い
て
フ
ォ
ッ
ク
に
宛
て
て
書
翰
を
与
え
て
い
る
。
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
年
）
に
至
り
、
フ
ォ
ッ
ク
は
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
旅
行
を
試
み
、
一　339一
　
　
　
第
四
節
　
フ
ォ
ツ
ク
の
来
任
翌
十
五
年
（
一
八
八
二
年
）
二
月
一
日
に
再
び
長
崎
病
院
に
帰
任
し
て
い
る
が
、
内
海
忠
勝
は
同
年
三
月
三
日
、
フ
ォ
ッ
ク
と
約
定
書
を
更
新
し
、
一
年
間
継
続
し
て
雇
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一340一
